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回第 　 　	 7	 もののとけ方ととけているもののとり出し方
1　もののとけ方と水

すい

よう液
えき

⑴　さとうなどのもののつぶが水にとけている液のこと
を何といいますか。� 〔　　　　　　　　　　〕

⑵　水よう液は，とう明ですか，にごっていますか。
� 〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

⑶　水よう液にとけたもののこさは，どうなっています
か。�〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

⑷　少量のでんぷんを水に入れてよくかき混
ま

ぜると，で

んぷんがビーカーの底にしずみました。これは水よう

液ですか，水よう液ではありませんか。

� 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

⑸　食塩10㌘を水100㌘にとかしました。何㌘の食塩

水ができますか。� 〔　　　　　　　〕

⑹　さとう30㌘を水にとかしたところ，さとう水120㌘

ができました。何㌘の水にとかしましたか。

� 〔　　　　　　　〕

⑺　炭
たん

酸
さん

水
すい

にとけている気体は何ですか。

� 〔　　　　　　　　　　　　〕

⑻　水
すい

酸
さん

化
か

カルシウムが水にとけている液のことを何と

いいますか。� 〔　　　　　　　　　　〕

2　水にとけるものの量
⑴　とける限

げん

度
ど

までものがとけている水よう液を，何と

いいますか。�〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕

⑵　一定量の水（ふつう100㌘）に，ものをできる限
かぎ

りと

かしたときの，とけたものの量を何といいますか。

� 〔　　　　　　　　　　〕

⑶　水の温度が高くなるととける量が減
へ

るものがありま

すか，ありませんか。� 〔　　　　　　　〕

⑷　20℃の水100㌘にりゅう酸
さん

銅
どう

をとかして，ほう和

水よう液をつくりました。この中にりゅう酸銅は何㌘

とけていますか。ただし，20℃の水50㌘にとけるりゅ

う酸銅の量は17.8㌘とします。� 〔　　　　　　　〕

⑸　食塩とホウ酸
さん

では，水の温度を変えたときにとける

量が大きく変わるのはどちらですか。

� 〔　　　　　　　〕

⑹　60℃の水100㌘に，食塩40㌘はすべてとけますか。

� 〔　　　　　　　　　　　〕

▼水よう液と水よう液ではないもの

▼水よう液の重さ

水よう液
の重さ

水の
重さ

水にとけている
ものの重さ＝ ＋

▼水よう液にとけているもの

▼水の温度と食塩・ホウ酸のとけ方

▼いろいろな結しょう

食塩 水よう液

でんぷん 水よう液ではない。

放置

放置

混ぜると
とう明。

混ぜると
白くにご
る。

とう明のまま。

何も出て
こない。

水

でんぷん

とけたものが
全体に

きんいつ

均一に
ちらばってい
る。

せっえんさん

食塩水 アルコール水 塩酸 炭酸水 石かい水
食塩

（塩化ナト
リウム）
（固体）

アルコール
（液体）

塩化水素
（気体）

二酸化
炭素

（気体）

水酸化
カルシウム
（固体）

えん に さん か

たん そ

か すい そ

水の温度[℃〕

かい ど

※とける限度までものがとけている水よう液をほう和
　水よう液という。
※一定量の水に，できる限りとかしたものの量をよう
　解度という。

40
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20

10

0
0 20 40 60 80

温度が高くなると，とけ
る量も多くなる。

温度が高くなっても，とけ
る量はあまり変わらない。

ホウ酸

食塩

水
100

 

㌘
に
と
け
る
量〔
㌘
〕 すべて

とける。
とける。

とけ残る。

食塩 ホウ酸 ミョウ
バン りゅう酸銅

(青色）

しょう酸
カリウム

水よう液

とう明

どこも均一になっている。

水よう液ではない。

110㌘㌘

90㌘㌘

二酸化炭素

石かい水

ほう和水よう液

よう解度

ある。

35.6㌘㌘

ホウ酸

とけない。
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3　とけているもののとり出し方
⑴　80℃の水100㌘にホウ酸13.5㌘をとかしました。

この水よう液を20℃まで冷やしたとき，出てくる結

しょうは何㌘ですか。� 〔　　　　　　　〕

⑵　食塩は，温度によってとける量がほとんど変化しま
せん。どのようにして食塩の結しょうをとり出せばよ

いですか。�〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

⑶　ろ紙を使って，液
えき

体
たい

に混じっている固体をとり出す

操
そう

作
さ

を何といいますか。� 〔　　　　　〕

⑷　⑶の操作で，注ぐ液体の量はろ紙の高さの何分目く
らいまでにしますか。� 〔　　　　　　　　〕

4　水にとける量のちがいの利用
⑴　ふつう，気体は，温度が高いほうが水にとけやすい
ですか，低いほうが水にとけやすいですか。

� 〔　　　　　　　　　　〕

⑵　0℃の水にもっともとけやすい気体は，ちっ素
そ

，酸
さん

素
そ

，二酸化炭素のうち，どれですか。

� 〔　　　　　　　　　　　　〕

⑶　アンモニアと空気を10㎞3ずつ注
ちゅう

射
しゃ

器
き

にとり，20℃

の水を加えてよくふったとき，注射器に残るのはどち

らの気体ですか。� 〔　　　　　　　　　　　〕

5　状
じょう

態
たい

変化の利用
⑴　液体を加熱して気体にしてから，冷やして再

ふたた

び液体

として集める方法を何といいますか。

� 〔　　　　　　　　　　〕

⑵　液体を加熱し，気体にしたあと冷やしてからとり出
した，混じりけのない水を何といいますか。

� 〔　　　　　　　　　　　　〕

⑶　低い温度で気体になるのは，エタノールですか，水
ですか。� 〔　　　　　　　　　　　　〕

⑷　エタノール水をじょう留したとき，加熱前のエタノ
ール水と加熱後すぐに集まった液体のうち，エタノー

ルを多くふくむのはどちらですか。

�〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
⑸　冷やして液体にした空気の温度を上げていくと，ち
っ素が先に出てきます。これは，ちっ素と酸素で何が

ちがうからですか。� 〔　　　　　　　　〕

⑹　－183℃のとき，ちっ素は気体ですか，液体ですか。

� 〔　　　　　〕

▼水１㌘にとける気体の体積〔㎞3〕

▼温度ととける量の変化

▼いろいろなものが気体になる温度
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食塩

ホウ酸

りゅう
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カリウム

さん

ミョウバン

水の温度[℃〕

水
100

 

㌘
に
と
け
る
量〔
㌘
〕

※気体は水の温度が高くなるほど，とけにくくなる。

温度〔℃〕

ちっ素

そえん

そすい

酸素

二酸化炭素

アンモニア

塩素

水素

空気

0

0.024

0.049

1.71

1176

4.61

0.022

0.029

20

0.016

0.031

0.88

702

2.30

0.018

0.019

40

0.012

0.023

0.53

－

1.44

0.016

0.014

60

0.010

0.019

0.36

－

1.02

0.016

0.012

ふっとう石
試験管

エタノー
ル水

※水よりもふっ点が低い
　エタノールのほうが先
　に気体になるため，加
　熱前のエタノール水よ
　りも多くのエタノール
　をふくむ液体をとり出
　すことができる。

※このように , 液体を加熱して気体にしたあと，冷やし
　て再び液体として集める方法を，じょう留という。

冷水

ガラス管

ゴム管

▼じょう留
りゅう

装
そう

置
ち

固体と液体 ふっ点〔℃〕 ふっ点〔℃〕気体
食塩 1485 ちっ素 －196
水 100 酸素 －183

エタノール 78 二酸化炭素 －79

低いほう

二酸化炭素

空気

じょう留

じょう留水

エタノール

加熱後すぐに集まった液体

ふっ点

気体

8.6㌘㌘

水をじょう発させる。

ろ過

８分目
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1� 水
すい

よう液
えき

について，次の問いに答えなさい。

⑴　次のア～オのうち，正しいものをすべて選び，記号で答えなさい。
ア　水よう液は，とう明である。

イ　水よう液では，とけたものは全体に均
きん

一
いつ

に広がっている。

ウ　りゅう酸
さん

銅
どう

を水に入れるとやがて青色の液になるが，これは色がつ

いているので水よう液とはいえない。

エ　水に少量の食塩を加え，よくかき混
ま

ぜるとすべてとけた。この液を

しばらく置くと食塩がビーカーの底にしずむ。

オ　水にものをとかしたとき，水よう液の全体の重さは，ものがとける

前の水の重さととかしたものの重さの合計より小さくなる。

⑵　水よう液には，さとうや食塩などの固体だけでなく，液体や気体がと
けたものもあります。液体がとけている水よう液と気体がとけている水

よう液を，次のア～エからそれぞれすべて選び，記号で答えなさい。

ア　塩
えん

酸
さん

　　　　　　　イ　ホウ酸
さん

水

ウ　アルコール水　　　エ　アンモニア水

2� 水にとけるものの量について，次の問いに答えなさい。
⑴　表1は，20℃の水50㌘にと

けるものの量を表したものです。

20℃の水150㌘にそれぞれの

ものをとかしてほう和水よう液

をつくりました。

①　もっとも多くとけたものの名前と何㌘とけたか答えなさい。

②　①の水よう液は何㌘ですか。

⑵　図は，表2をグラフに表したものです。

①　図のア，イのうち，ホウ酸のグラフを記号で答えなさい。
②　60℃の水100㌘に，食塩とホウ酸をそれぞれ20㌘とかしたとき，

とけ残っているものはどちらですか。

③　ホウ酸34.3㌘を20℃の水にとかすのに，何㌘以上の水が必要ですか。

　ア　700㌘　　イ　750㌘　　ウ　800㌘

④　60℃の水に食塩，ホウ酸をそれぞれとけるだけとかして，20℃ま

で下げたとき，出てくる結しょうの量が多いのはどちらですか。

練 習 問 題練 習 問 題

食塩

表１　20℃の水 50㌘にとけるものの量

りゅう酸銅 ミョウバン

17.9㌘ 17.8㌘ 5.7㌘

1

⑴

⑵
液体

気体

２

⑴
①
名前

とけた量

②

⑵

①

②

③

④

水の温度[℃〕
0 20

20

30
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0 40

40
ア

イ

60 80

水
100

 

㌘
に
と
け
る
も
の
の
量〔
㌘
〕

水の温度〔℃〕 0 20 40 60 80

食塩〔㌘〕 35.6 35.8 36.3 37.1 38.0

ホウ酸〔㌘〕 2.8 4.9 8.9 14.9 23.5

表２　水 100㌘にとけるものの量

ア，イ

ウ

ア，エ

　　　食塩

　　　　53.7㌘㌘

203.7㌘㌘

イ

ホウ酸

ア

ホウ酸

⑵�③　ホウ酸は20℃の
水100㌘㌘に4.9㌘㌘とけ
るので，34.3㌘㌘とか

　すには　34.3÷ 4.9100
　�＝700　よって700㌘㌘
以上必要である。
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3� とけているものをとり出す方法について，次の問いに答えなさい。
⑴　水よう液中にとけているものをとり出す方法として，水を減

へ

らしてと

り出す方法（ア）と温度を下げてとり出す方法（イ）があります。温度によ

ってとけるものの量があまり変わらない食塩水から食塩の結しょうをと

り出すには，ア，イのどちらの方法がよいですか。記号で答えなさい。

⑵　図は，水の温度と水50㌘にとけるしょう酸
さん

カリウムの量の関係をグ

ラフに表したものです。

①　60℃の水50㌘にしょう酸カリウム32.0㌘をとかしたとき，しょう

酸カリウムはあと何㌘とけますか。

②　下線部の水よう液を冷やしていくと，結しょうが出てくるのは何℃
より低くなったときですか。

③　下線部の水よう液を20℃まで冷やすと，何㌘の結しょうが出てき

ますか。

④　③の液全体をろ過
か

してできる液は，何という水溶液ですか。

⑤　④でろ過したとき，ろ紙のあな，水のつぶ，結しょうのつぶを大き
い順にならべると，2番目になるものはどれですか。

4� 気体の水にとける量のちがいについて，次の問いに答えなさい。
⑴　気体のとけた水よう液を加熱すると，水中にとけていた気体があわと
なって水よう液中に出てきます。その理由を答えなさい。

⑵　アンモニアでみたした試験管を水に入れ，
試験管のふたをとったところ，図のように，

水が試験管の中に上がってきました。その

理由を答えなさい。

5� 状
じょう

態
たい

変化の利用について，次の問いに答えなさい。

⑴　次の①，②のことばや温度を答えなさい。
①　いろいろなものがふっとうする温度を何といいますか。
②　水の①の温度は何℃ですか。
⑵　エタノール水をじょう留

りゅう

したとき，80℃付近でふっとうし始めまし

た。そのときに出てきた気体を冷やして集めた液
えき

体
たい

（Ａ）と100℃付近で

出てきた気体を冷やして集めた液体（Ｂ）のうち，エタノールが多くふく
まれているのは，どちらの液体ですか。記号で答えなさい。
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⑴
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40℃

16.2㌘㌘

　ほう和水よ
う液　　

　ろ紙のあな

気体は温度が高
いほど，水にと
けにくいから。

アンモニアは水
にひじょうにと
けやすいから。 

ふっ点

100℃

Ａ

54.6㌘㌘－32.0㌘㌘＝22.6㌘㌘

32.0㌘㌘－15.8㌘㌘＝16.2㌘㌘
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1� 水
すい

よう液
えき

について，次の問いに答えなさい。

⑴　次のア～オのうち，正しいものをすべて選び，記号で答えなさい。
ア　水よう液は，とう明である。

イ　水よう液では，とけたものは全体に均
きん

一
いつ

に広がっている。

ウ　りゅう酸
さん

銅
どう

を水に入れるとやがて青色の液になるが，これは色がつ

いているので水よう液とはいえない。

エ　水に少量の食塩を加え，よくかき混
ま

ぜるとすべてとけた。この液を

しばらく置くと食塩がビーカーの底にしずむ。

オ　水にものをとかしたとき，水よう液の全体の重さは，ものがとける

前の水の重さととかしたものの重さの合計より小さくなる。

⑵　水よう液には，さとうや食塩などの固体だけでなく，液体や気体がと
けたものもあります。液体がとけている水よう液と気体がとけている水

よう液を，次のア～エからそれぞれすべて選び，記号で答えなさい。

ア　塩
えん

酸
さん

　　　　　　　イ　ホウ酸
さん

水

ウ　アルコール水　　　エ　アンモニア水

2� 水にとけるものの量について，次の問いに答えなさい。
⑴　表1は，20℃の水50㌘にと

けるものの量を表したものです。

20℃の水150㌘にそれぞれの

ものをとかしてほう和水よう液

をつくりました。

①　もっとも多くとけたものの名前と何㌘とけたか答えなさい。

②　①の水よう液は何㌘ですか。

⑵　図は，表2をグラフに表したものです。

①　図のア，イのうち，ホウ酸のグラフを記号で答えなさい。
②　60℃の水100㌘に，食塩とホウ酸をそれぞれ20㌘とかしたとき，

とけ残っているものはどちらですか。

③　ホウ酸34.3㌘を20℃の水にとかすのに，何㌘以上の水が必要ですか。

　ア　700㌘　　イ　750㌘　　ウ　800㌘

④　60℃の水に食塩，ホウ酸をそれぞれとけるだけとかして，20℃ま

で下げたとき，出てくる結しょうの量が多いのはどちらですか。
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3� とけているものをとり出す方法について，次の問いに答えなさい。
⑴　水よう液中にとけているものをとり出す方法として，水を減

へ

らしてと

り出す方法（ア）と温度を下げてとり出す方法（イ）があります。温度によ

ってとけるものの量があまり変わらない食塩水から食塩の結しょうをと

り出すには，ア，イのどちらの方法がよいですか。記号で答えなさい。

⑵　図は，水の温度と水50㌘にとけるしょう酸
さん

カリウムの量の関係をグ

ラフに表したものです。

①　60℃の水50㌘にしょう酸カリウム32.0㌘をとかしたとき，しょう

酸カリウムはあと何㌘とけますか。

②　下線部の水よう液を冷やしていくと，結しょうが出てくるのは何℃
より低くなったときですか。

③　下線部の水よう液を20℃まで冷やすと，何㌘の結しょうが出てき

ますか。

④　③の液全体をろ過
か

してできる液は，何という水溶液ですか。

⑤　④でろ過したとき，ろ紙のあな，水のつぶ，結しょうのつぶを大き
い順にならべると，2番目になるものはどれですか。

4� 気体の水にとける量のちがいについて，次の問いに答えなさい。
⑴　気体のとけた水よう液を加熱すると，水中にとけていた気体があわと
なって水よう液中に出てきます。その理由を答えなさい。

⑵　アンモニアでみたした試験管を水に入れ，
試験管のふたをとったところ，図のように，

水が試験管の中に上がってきました。その

理由を答えなさい。

5� 状
じょう

態
たい

変化の利用について，次の問いに答えなさい。

⑴　次の①，②のことばや温度を答えなさい。
①　いろいろなものがふっとうする温度を何といいますか。
②　水の①の温度は何℃ですか。
⑵　エタノール水をじょう留

りゅう

したとき，80℃付近でふっとうし始めまし

た。そのときに出てきた気体を冷やして集めた液
えき

体
たい

（Ａ）と100℃付近で

出てきた気体を冷やして集めた液体（Ｂ）のうち，エタノールが多くふく
まれているのは，どちらの液体ですか。記号で答えなさい。
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